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１ 意見募集期間   

令和６年（2024年）１月２６日（金）～令和６年（2024年）２月２2日（木） 

 

２ ご意見の提出状況   ご意見を提出された方の人数  １０名 

             ご意見の件数（まとまりごと） ５６件 

 

３ 提出されたご意見と、それに対する本市の考え方  別紙のとおり 

（内訳） 

【対応１（補足修正）】 

 ご意見を踏まえて素案を補足修正または追加記載したもの ２４件 

【対応２（既記載）】 

  既にご意見の趣旨、考え方を盛り込んでいる、あるいは同 

種の記載をしているもの      ２件 

 【対応３（説明・理解）】 

市としての考えを説明し、ご理解いただくもの   ２３件 

 【対応４（事業参考）】 

素案には盛り込めないが、事業実施段階で考慮すべき事 

として今後の参考とするもの      ７件 

【対応５（その他）】 

素案に対する意見ではないが、意見として伺ったもの   0件 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

第 2次熊本市生物多様性戦略（素案）に関する 

パブリックコメントの結果について 

資料３-２ 
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第２次熊本市生物多様性戦略（案） 新旧対照表 

 

No 修正前（旧） 修正後（新） 

１ 

P8 2.1(1) 私たちの暮らしを支える生物多様性 

このような豊かな暮らしは、地球に生物が

誕生して以来、38 億年という長い長い年月

をかけ、その地域の環境に合わせて進化する

ことでもたらされてきました。最初は海にし

かいなかった生物が、進化とともに陸に上が

り、山ができたり、川ができたりすることで、

その環境に適応できる新しい生物が生まれ、

適応できないものは絶滅するといったことが

繰り返された結果、多種多様な生物が互いに

影響を及ぼしあう生物どうしのつながりがで

きました。 

このような豊かな暮らしは、地球に生物

が誕生して以来、約 38 億年という長い長

い年月のなかで、その地域の環境に適応す

る進化によってもたらされました。最初は海

にしかいなかった生物が、環境の変化につ

れて陸上に上がりました。山や川、平野、砂

漠など、その環境に適応できる新しい生物

が生まれ、適応できなかった生物は絶滅す

るといったことが繰り返された結果、多様な

環境の中で私たち人間を含む多くの生物が

互いに影響を及ぼしあうつながりができた

のです。 

2 
P9 2.1(1) 私たちの暮らしを支える生物多様性 

これは単に、「様々な種の生物が 生物多様性は単に、「様々な種の生物が 

3 

P9 2.1(1) 私たちの暮らしを支える生物多様性 

光合成によって酸素を生産し、他の生物が

生きるための栄養素を提供します。 

光合成によって栄養素を生産し酸素を発

生させ、これらは他の生物によって利用さ

れています。 

4 

P9 2.1(1) 私たちの暮らしを支える生物多様性 

遺伝子の多様性の写真（ナナホシテントウ） ナナホシテントウからナミテントウの写真

に差替え 

5 

P9 2.1(1) 私たちの暮らしを支える生物多様性 

金峰山の写真から伸びる矢印の位置 金峰山の写真から伸びる矢印は熊本城で

はなく山の手前の森に移動 

6 

P１２ 2.1(２) （熊本市の調整サービス) 

本市では、金峰山などの山々に生育する森

林や草木などの植物が 

本市では、金峰山などの山々に生育する

樹木などの植物が 

7 

P１２ 2.1(２) （熊本市の文化的サービス) 

 郷土料理である辛子蓮根は、その材料と

なる蓮根が熊本城のお堀に生育しており、 

郷土料理である辛子蓮根は、江戸時代当

時、その材料となる蓮根が熊本城のお堀に

生育しており、 

8 

P13 2.1(2) 基盤サービス 

動物や植物などの死がいによって分解さ

れた栄養素が木々や農作物を育てる豊かな

土壌となるなど、 

動物や植物などの死がいが微生物などに

より分解され、その栄養素が、木々や農作物

を育てる豊かな土壌となるなど、 
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9 

P15 2.1(3)生物多様性の危機 

生物多様性に支えられている私たちの生

活は、便利で豊かになった一方、 

生物多様性に支えられている私たちの生

活は、文明や産業の発達によって便利で豊

かになった一方、 

10 

P15 2.1(3)生物多様性の危機 

・・・きました。最後の大絶滅から長い年月

が経過した今 

・・きました。中生代末に起こったといわれ

る最後の大絶滅から約 6600 万年の年月

が経過した今 

11 

P１６ ２.1(３)生物多様性の危機（熊本市の「開発などの人間活動による危機」） 

熊本市でも都市化に伴う住宅等の増加に

より、 

熊本市でも都市化に伴う住宅等の増加や

上流域の大規模な開発などもあり、 

12 

P１６ 2.1(3) (熊本市の「開発などの人間活動による危機」) 

白川、菊池川及び緑川の河川上流域に水

源かん養林を整備し、地域の農家の協力を得

て、転作した水田に水を張ってもらう取組を

始めました。 

白川、菊池川及び緑川の河川上流域に水

源かん養林を整備するとともに、地域の農

家の協力を得て、転作した水田に水を張っ

てもらう取組を始めました。 

13 

P１７ 2.1(3) (熊本市の「自然に対する働きかけの縮小による危機」) 

しかし、人の手が入らず管理されなくなっ

た里山林は、放置竹林や耕作放棄地が増加す

るなど、自然の質が低下しています。 

しかし、人の手が入らず管理されなくなっ

た里地里山は、放置竹林や耕作放棄地が増

加するなど、自然の質が低下しています。 

14 

P１７ 2.1(3) （熊本市の「人間によって持ち込まれたものによる危機」) 

メダカ類の稚魚の卵を食べたり、すみかを

奪うことで、昔は当たり前のように見られた

メダカのいる風景が失われつつあります。 

メダカ類の稚魚や卵を食べたり、すみか

を奪うことで、昔は当たり前のように見られ

たメダカ類が絶滅に瀕しています。 

15 

P18 熊本市の「地球環境の変化による危機」 

気候変動による影響は、変化のスピードが

速いと、生物や生態系がそのスピードに適応

できず、生物の大量絶滅など生物多様性に重

大な影響を及ぼすおそれがあります。 

気候変動による影響は、気温の変化のス

ピードに適応できない生物が大量絶滅する

など、生態系に重大な影響を及ぼすおそれ

があります。 

16 

P22  

生物多様性が多く残されている 豊かな自然環境が多く残され、生物多様

性が維持されています。 

17 
P24 図 3-1 他 

（素案で使用している各引用図について） 取得時点の年月日を記載 

18 

P２８ ３．１（３）①「金峰山系」：金峰山系の歴史  

また、林地の～ さらに、金峰山系の一つである天狗山の

中腹にある、「天狗山洞窟」は、希少なコウモ

リ類の生息地として 「重要度の高いハビタ

ッ ト  」 （ レ ッ ド デ ー タ ブ ッ ク く ま も と 
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2019 ）に指定されています。また、林地の

～ 

19 

P３４ ３．１（３）④「水前寺・江津湖」：水前寺・江津湖の生物 

水温は年間を通して１８～２０℃と安定 また、江津湖の湧水の水温は年間を通し

ておおむね１８～２０℃と安定 

20 

P35 3.1(3)④「水前寺・江津湖」：水前寺・江津湖での活動 

魅力発信などが実施されています。 

（以降に追記） 

このほか、モニタリングサイト 1000 の調

査地として、市民活動団体によるホタル類

の調査が実施されています。 

21 

P36 3.1(3)⑤「白川・緑川」：緑川の生物  

場所によってはアイアシが優占していま

す。 

場所によってはシオクグやアイアシが優占

しています。 

22 

P44 3.1(4)②「東区」：課題・展望 

放置された竹林の拡大による森林環境の

悪化 

管理されずに放置された竹林が拡大する

ことによる森林環境の悪化 

23 

P５０ 3.1(４)⑤「北区」：歴史・文化的な名所 

 また、小野泉水公園、八景水谷公園、瑞巌寺

跡など湧水が豊富な場所もあります。 

また、小野泉水公園、瑞巌寺跡など湧水

が豊かな場所もあります。 
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